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技術分野 ものつくり技術（製造技術）

発明の概要

【課題】永久磁⽯ロータを有する永久磁⽯界磁ブラシレスモータにおいて、モータ本
体の発⽣するトルクリップルを少なくするため、永久磁⽯ロータと同時に変動トルク
相殺⽤永久磁⽯ロータを設置した。
【解決⼿段】ロータ磁極数２Ｐ（Ｐは磁極対数）の永久磁⽯ロータとＭ相電機⼦巻線
を有するステータからなる永久磁⽯界磁ブラシレスモータにおいて、永久磁⽯ロータ
と同軸に磁極数４ＰＭの変動トルク相殺⽤永久磁⽯ロータを設置した。更に、前記永
久磁⽯ロータの特定磁極の中⼼と、前記特定磁極と同極である前記相殺⽤永久磁⽯
ロータの最寄り磁極の中⼼を±(180±20)°/2PMずらした。更に、前記相殺⽤永久磁
⽯ロータの磁極ピッチに対応して前記ステータ部分に⼩⻭を設けた。尚、前記磁極数
４ＰＭの相殺⽤永久磁⽯ロータは、⻭数２ＰＭの⼩⻭を有するリラクタンス形ロータ
に代えても良い。
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